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市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 １-① 子育て支援事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－２－（２）－イ

子育てセーフティネットの充実

担当部課名 介護福祉課
事業実施

（予定）年度 平成24～26年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-４

事業内容
　保育サポーターの養成講座を開催し、各地域において育児の援助を行いたい者と援助を受けたい者の会員制相
互援助活動を支援し、地域の中で安心安全に子どもを生み育てることができる環境を整備する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 517 2,516 2,558

(b)予算現額 517 2,523 2,419

(c)増減額(b-a) 0 7 ▲ 139

(d)前年度繰越額 － - -

A．計(b+d) 517 2,523 2,419

B．執行済額 489 2,523 2,342

うち交付金充当額 391 1,455 1,874

次年度繰越額 - - -

執行率（％）(B/A) 94.6% 100.0% 96.8%

予算の状況の説明
・早期着手手続きができず、事業執行率が若干低下してしまったが、その他活動目標、成果目標の達成状況を鑑みて予算
は適正であったと考える。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

・育児サポーター養成講座の開催：1回

目　標 １回 １回 １回

実　績 １回 １回 ２回

・スキルアップ研修の実施：1回

目　標 １回

実　績 1回

達
成
状
況
説
明

・1回目4日間（6月7・8日、6月14・15日）石垣市開催と2回目（11月21・22日・11月23・24日）西表開催の保育サポーター養成講座を2箇所で
実施。例年以上の受講者を確保を目指すため2箇所にて実施。昨年度よりも多い計10名が受講した。　講座修了後は全員が、ファミリー･
サポート・センターおたすけ会員（預かるひと）として登録した。　平成26年度実績は、おたすけ会員10名（前年度+6名）、おねがい会員15名
（前年度+17名）、預かりのべ人数396名となった。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

・育児サポーター養成講座終了者数：6名
　（竹富町ファミリーサポートセンター
　　おたすけ会員（子どもを預かる人）登録）

目　標 ０名 ５名 １８名 ６名

実　績 ８名 ６名 １０名

・保育依頼件数 550件

目　標 550件

実　績 396件

進
捗
状
況
説
明

・今年度もより多くの地域での修了者獲得を目的として講座石垣市で開催し旅費を補助することにより町内３地区からの参加者が集まっ
た。又2回目の開催を西表島で開催し、合計10名の修了者ができた。預かりのニーズの多い西表島で6名、今まで会員のいなかった竹富
島・波照間島で各１名のサポーターを養成し、援助活動のできる地区を拡大することができた。「保護者の短期間・臨時的就労の際に子ど
もを預ける」利用者が減少したのが要因となっている。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・連続した土日2日間を2週間続けての講座開催は、離島からの時間・経済的
負担が大きい。受講希望者自身も子育て中の場合、参加が困難となっている
現状がある。
・保育依頼件数が想定よりも低調となっている。要因としては、平成25年度保
育依頼対象幼児が、平成26年度から保育所入所対象年齢等に達するなどの
理由により利用者が減となっている。

・参加者の日程調整のため、早期から講座開催日及び講座修了者の宿泊費・
旅費補助についての周知等を徹底する。
・ファミリー・サポート・センターで、受講中の預かり保育を検討する。
・各地区の保育所、母子保健推進員等へ講座参加を積極的に呼びかけ、参加
率の増加めざす。
・参加者のみでなく利用者に対する周知徹底も実施していくべきである。
・利用者は、保育開始前や終了後に依頼することが多いため、地域のニーズ
に合わせてサポーターを養成し、子育て支援に取り組んでいくことが必要とな
る。

今後の取り組み方針

・子どもを預かることのできる会員を増やし、町内全域で町民間での相互援助活動ができるよう、保育サポーター養成講座の周知に努める。また、引き続き各離島か
らの旅費補助や、新たに受講中する町民の子ども預かりなど、希望者が講座を受講しやすい環境を整える。事業説明やパンフレット配布など、ファミリー･サポート・
センターの活動について広く広報し、住民の利用を促進する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

2,342 2,342 1,874 468 0

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

竹富町ファミリー・サポート・センター
事業委託料

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
・委託事業者は随意契約であったが、これまでの実績、知識
等を勘案し、規則に沿った選定をしており、妥当であったと考
えている。
・予算積算については、見積書により実施。適正規模であっ
た。
・受益者負担については、当該事業は委託であり、事業目的
に即した積算、規模（額）となっている。また、受講料負担等に
ついては、本人負担となっている。
　受講者旅費の負担については、本町は島嶼であることから
各島じまでの講義開講には経費が多額となることや、旅費の
全額個人負担ではサポーターの養成が進まないことから、石
垣市（島）での同様事業での講義と同時に行うことでの経費
削減を図るとともに旅費負担による受講者の費用軽減を図る
ことにより、各島じまにおけるサポーターの早期育成を図って
いることから負担の妥当性に問題はないと考察する。
・費目・使途については、事業目的達成及び検査の結果、適
正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○

竹富町

2,342千円

委託料
2,163千円

旅費（面談・養成講座等）
37千円

保育サポート養成講座受講補助金
沖縄県ファミリー・サポート・センター負担金

竹富町ファミリー・サポート・センター
補償保険料

特定非営利活動法人
てぃんくる・やいま

2,163千円

役務費
50千円

事務費
37千円

委託料
50千円

負担金補助及び交付金
92千円
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市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 １-② 妊婦支援事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－２－（２）－イ

子育てセーフティネットの充実

担当部課名 健康づくり課
事業実施

（予定）年度 平成24～33年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-４

事業内容
　妊婦が安心して出産が迎えられるよう妊娠出産にかかる経済的負担軽減を図るため、妊婦が船舶及び航空機
を利用した場合における運賃並びに出産待機宿泊費について助成する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 2,374 2,901 3,300

(b)予算現額 1,330 1,736 2,776

(c)増減額(b-a) ▲ 1,044 ▲ 1,165 ▲ 524

(d)前年度繰越額 － - -

A．計(b+d) 1,330 1,736 2,776

B．執行済額 882 1,670 1,563

うち交付金充当額 705 1,336 1,250

次年度繰越額 - - -

執行率（％）(B/A) 66.3% 96.2% 56.3%

予算の状況の説明
不用額1,213千円については、当初計画の妊婦宿泊日数が想定より下回ったためであるが、旅費助成の活動及び成果
目標については、計画以上の達成となっている。宿泊費助成については、周知活動を徹底し利用率向上を図りたい。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

・妊婦旅費助成

目　標 助成実施 助成実施 60件

実　績 助成実施 助成実施完了 48件

・妊婦宿泊助成

目　標 助成実施 助成実施 25件

実　績 助成実施 助成実施完了 12件

達
成
状
況
説
明

妊婦の経済的な軽減を図るという点においては初期の目的を達成できている。今後多くの妊婦が活用できるよう広報活動を充実させた
い。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

妊婦助成件数：６０件

目　標 59 200回 840回 60件

実　績 189回 334回 48件

妊婦宿泊助成　２５件

目　標 22件 200日間 400日間 25件

実　績 290日間 429日間 12件

進
捗
状
況
説
明

母子手帳交付時に事業の説明を行っているので事業周知はできている。今後は転入者への広報活動を充実させていく。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

○宿泊費について、支給対象が３６週以降となっているので週数の確認を徹
底する。
○３６週以前に出産し待機宿泊する妊婦は対象から外れているが、子が未
熟児である場合母親と一緒に退院できない場合がある。先に退院した母親
は宿泊施設に滞在しながら病院に通うことになるから経済的、肉体的、精神
的にも大きな負担となっている。

○宿泊費補助について、申請された領収書等から平均額が見込みより高い
ことから今後、宿泊費の増額を検討する。

今後の取り組み方針

○本町へ転入した妊婦への、事業の周知活動（広報について）
○妊娠出産に係る経済負担の軽減が図られていることから、平成３３年まで引き続き事業をおこなう。
○早期出産した妊婦に対する宿泊費補助についても検討していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

1,563 1,563 1,250 313 0

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○補助対象者の確認は母子手帳により行っているので適正
である。
○予算規模については、例年の平均的な妊婦数により積算
しているため適正規模と考える。
○費目・使途については、事業目的達成の観点から必要な
ものなのか等について額の確定時において支出に関する書
類において確認。適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－

負担金、補助
及び交付金
1,563千円

妊婦健診運賃補助 48名 334回
妊婦待機宿泊費補助 12名 248日

竹富町
1,563千円
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市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 １-③ 健康診査用機材搬送事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－３－（１１）－イ

離島における定住条件の整備

担当部課名 健康づくり課
事業実施

（予定）年度 平成26～33年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-４

事業内容
　健康増進法における検診「住民健診・胃がん検診・婦人がん検診」を行う際に発生する、検診車の海上輸送運
賃等の負担軽減を行い、島嶼における定住促進を図る。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 3,620

(b)予算現額 3,763

(c)増減額(b-a) 143

(d)前年度繰越額 -

A．計(b+d) 3,763

B．執行済額 3,759

うち交付金充当額 3,007

次年度繰越額 ̶

執行率（％）(B/A) 99.9%

予算の状況の説明
予算増及び不用額については、検診開催日程の変更に伴うものであり、当初計画していた事業内容は全て実施した他、
活動目標、成果目標の達成状況を鑑みて適正であったと考えている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

・検診機材搬送年3回実施
　（検診3回×6島＝計18件）

目　標 18件

実　績 18件

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

住民健診（５月実施）、乳がん検診（６月実施）及び胃がん健診（１０月～１１月実施）時に、石垣島より検診機材を搬送した。各搬入時に
石垣島→波照間島→西表島→黒島→小浜島→竹富島を巡回し、各島において住民健診等を実施した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

目標値
（　年度）

・検診機材搬送年3回
　（検診3回×6島＝計18件）

目　標 18件

実　績 18件

【参考指標】

　　　　　　　　　　総受診者数
目　標 1,700名

実　績 1,187名

進
捗
状
況
説
明

　事業実施により、多数の各島住民が住民健診等を受けることができ、健康増進及び経済的負担を減らすことにできた。今
後は検診者のさらなる増加をめざす。 受診者（婦人がん　３４０人、　胃がん　２７７人、　住民健診　５７０人）



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

住民の健康増進のための特定健診、乳がん検診、胃がん健診に充分に活
用できており大きな問題点はないが、特定検診５３％、胃がん検診７，９６％
婦人がん検診２０，１５％　いずれの検診も低い受検率であるので、受検率を
さらに増加させていかなくてはならない。

各種受検率を増加させるにも、地域公民館と連携し検診等の開催日時を調
整し、機材搬入日程等を考慮しなければならない。また、１島のみ経由してい
ない島があるため、今後の開催を検討しなくてはならない。

今後の取り組み方針

住民の健康増進に寄与する事業であるので、地域公民館等と連携し最善の日程で毎年度継続実施する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

3,759 3,759 3,759 0 0

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○対象業者とは随意契約を結んでいるが、日程どおりの機
材搬入運行等が実施できる業者が外におらず、また大型の
貨物フェリーでしかできず、特殊な契約なため、契約は妥当
であった。
○不用額はほとんど無く適正な規模であり、費目・使途は検
査により正確に支出している確認ができた。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

̶

沖縄県農業協同組合
3,759千円

役務費
3,759千円

住民健診等に使用する機材搬
入 石垣島→波照間島→竹富
島→ 西表島→黒島→小浜

竹富町
3,759千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 １-④ 竹富町お出かけサポートモデル事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－１－（７）－ウ

人間優先のまちづくり

担当部課名 介護福祉課
事業実施

（予定）年度 平成26～30年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-４

事業内容

　高齢者や障害者等の外出機会の増加による自立生活の助長、社会的孤立感の解消及び心身機能の維持向
上等を図るためのお出かけサポート事業を西表西部地区を対象に実施する。また利用実績等を基に、他地区へ
の展開や有償化の可能性について検証する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 5,000

(b)予算現額 5,000

(c)増減額(b-a) 0

(d)前年度繰越額 -

A．計(b+d) 5,000

B．執行済額 3,955

うち交付金充当額 3,164

次年度繰越額 ̶

執行率（％）(B/A) 79.1%

予算の状況の説明
計画当初、平成２７年１月より管理運営委託業務を開始予定であったが、購入車両の納品時期、地元交通業者及び地
域住民との調整に時間を要し、管理運営が３月からとなってしまい、平成26年度は、実質１ヶ月間の委託期間となったこ
とから予算執行率が低くなってしまった。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

（西表島西部地区）
・送迎用車両の購入

目　標 120名

実　績 3名

・送迎サービスの実施

目　標 送迎実施

実　績 実施完了

達
成
状
況
説
明

当初、平成２７年１月上旬より３ヶ月間のサービス開始を見込んでいたが、車両納品、地元交通業者等との調整に期間を要し、サービス
対象者への周知広報が遅れ、平成２７年３月２３日以降（実質稼働日数７日間）のサービス開始となった。早めの調整、周知広報が必要
であった。３月末時点の登録者数は６名となっており、内１名の登録者が３回利用している。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

目標値
（　年度）

（西表島西部地区）
利用者数見込み

平成27年1月～3月実施：延べ120人

目　標 ̶ 120名

実　績 3名

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

　当初、平成２７年１月上旬より３ヶ月間のサービス開始を見込んでいたが、車両納品、地元交通業者等との調整に期間を要し、サービ
ス対象者への周知広報が遅れ、平成２７年３月２３日以降（実質稼働日数７日間）のサービス開始となった。３月末時点の登録者数は６
名となり、内１名の登録者が３回の利用をしている。今後の利用者及び登録者の増加のためにも、該当する地区住民等に向けた広報活
動を徹底し、さらなる利活用を推進する。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・車両の納品、地元交通業者等への調整、事業説明の開催等が遅れたこと
に伴いサービス稼働日数が短くなってしまった。
・利用にあたり、３日前の電話予約制をとっているが、利用者から電話予約
後即利用できる実施体制を検討してもらうよう利用者から要望がある。
・一回当たり１００円の利用料を徴収しているが、支払いに際し抵抗感がある
利用者がいるため検討事項となっている。

・早めの関係機関調整等に取り組む。
・利用者のニーズに応えるため、アンケートを実施し、課題点を確認し、より
利活用しやすく改善を図る。
・一部利用者に対し、利用料徴収について理解いただけるよう周知活動等を
実施する。

今後の取り組み方針

・引き続き周知広報を図り登録者数並びに利用回数の増加に向け取組みを図る。
・利用者の声を拾うためアンケートを実施し、利用しやすいよう環境整備を図る。
・その他地区への送迎エリア拡大等を検討するため、各公民館等地域住民と連携しながら協議していき、事業拡大を図っていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

3,955 3,955 3,164 791 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ・委託事業者は、実績、知識等を勘案し、規則沿って選定し
ており、妥当であった。
・見積書により予算積算。適正規模であった。
・費目、使途については事業目的達成の観点から必要経費
であるのか額の確定時において支出等に関する書類により
検査、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

竹富町

3,955千円

備品購入費
3,555千円

車両購入

委託料
400千円

特別養護老人ホーム
南風見苑

管理運営委託業務

沖縄トヨタ自動車（株）
八重山支店



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

公園等整備工事実施

公園等整備工事実施 公園等整備工事実施

24年度 26年度

公園等整備
工事の実施

危険建物
等の撤去

危険建物等の撤去 公園等整備工事実施

公園等整備工事の実施

うなり崎公園整備事業

事業実施
（予定）年度

うち交付金充当額

99.9%

実　績

市町村名 竹富町

事業番号
・事業名

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

　第３章-３－(１２)－ア
2-①

予
算
の
状
況

Ⅲ－１－(１)

(a)当初予算額

目　標

H26成果目標（指標）

担当部課名

目　標

 　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

A．計(b+d)

28年度

離島の特色を生かした
産業振興と新たな展開

危険建物等の撤去

̶

42,324 106,631

̶

▲ 47

平成24年～27年
度

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

106,932

建設課 沖縄振興基本方針
該当箇所

120,000 106,67850,883

(b)予算現額

事業内容
　旧太陽の村（観光施設）跡地の公園等整備を図り、優れ景観を活かした新たな観光スポットとして利活用を図
る。

実施方法

26年度 27年度　24年度 25年度

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

予算の状況の説明

(c)増減額(b-a)

・公園整備計画の野外ｽﾃｰｼﾞ、ﾄｲﾚ、ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝ遊具、芝広場、遊歩道、浸透井戸、ﾎﾞｰﾄﾞｳｵｰｸ、縁台、外柵等の整備など、
計画とおり整備できた。

H26活動目標（指標）

・太陽の村跡地での公園整備
(工事内容）
屋外ｽﾃｰｼﾞ・ﾄｲﾚ・東屋・ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝ遊具・芝
広場・遊歩道・浸透井戸・ﾎﾞｰﾄﾞｳｫｰｸ・外柵
整備

目標値
（　年度）

69%達成

目　標

27年度25年度

(d)前年度繰越額 －

進
捗
状
況
説
明

25年度

公園等整備
工事の実施

６９％

実　績

達
成
状
況
説
明

危険建物等撤去

実　績

42,324 106,932 106,631

▲ 13,068▲ 8,559

106,550

85,240

42,324 104,184

̶

33,850 83,347

B．執行済額

・太陽の村跡地での公園整備　整備率
69％
(工事内容）
屋外ｽﾃｰｼﾞ・ﾄｲﾚ・東屋・ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝ遊具・芝
広場・遊歩道・浸透井戸・ﾎﾞｰﾄﾞｳｫｰｸ・外柵
整備

26年度

執行率（％）(B/A) 100.0% 97.4%

達成状況

・整備工事執行を施行計画に基づき適切に執行した。予算減については入札残である。

̶

成果目標
（指標）

及び進捗状況

次年度繰越額 ̶

活動目標
（指標）

及び達成状況

基準値
（　年度）

目　標

実　績

24年度

・昨年度整備された事業に引き続き、今年度事業において整備させた工事内容にて周囲の景観とも良好な状況が推察される。



工事監理業務

竹富町
106,550千円

委託料
1,225千円

㈱屋建設
34,920千円

㈱明新建設
33,746千円

㈲池村建設
36,659千円

公園整備工事
2工区その１

公園整備工事
2工区その２

公園整備工事
2工区その３

85,240

点　検　項　目

交付対象
外経費

支出先の選定方法は妥当か。

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

・工事請負業者は指名競争入札により決定し、企業組織、
実績、知識等を勘案した上で選定しており、妥当であったと
考える。
・事業規模についても、大きな減額及び不用額もなく適正
だった。
・事業完了後の検査にも合格しており、仕様書設計書どお
りの適正なものであったといえる。

評価に関する説明

0106,550

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

評価

〇

〇

-

〇

受益者との負担関係は妥当であるか。

106,550

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・本町議会から整備工事完了後の維持管理についての指摘があり、内部検
討委員会を立ち上げ、どのような維持管理が適切であるか検討する。

・公園整備検討委員会を立ち上げ、完成後の維持管理の方針等を整備し維
持管理について、指定管理制度の活用、町の直轄管理等を含め利用者に
安全で快適な利用が出来るよう十分な検討を行う。

今後の取り組み方針

・旧「太陽の村」の廃墟の撤去工事、平成25年度からは公園整備工事が実施されているが、ほぼ計画通りに整備され周辺景観によく溶け込んだ、良好な整備状
況である。今後は平成28年度の供用開始に向け「うなり崎公園整備事業」として整備し、維持管理計画等を具体的に策定していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

市町村
負担金

交付対象
事業費

総事業費

工事費
105,325千円

㈱三矢エンジニアリング
1,225千円

21,310

交付金
充当額



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

・平成26年度は進入道路及び東屋の整備が完了した。
・道路Ｌ＝234ｍ
・東屋A＝36㎡

実　績

測量設計完了 整備完了

目　標

目標値
（　年度）

 道路整備及び東屋整備完了

目　標 測量設計
道路整備
東屋整備

実　績

達
成
状
況
説
明

・平成26年度は進入道路及び東屋の整備が完了した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

基準値
（　年度）

25年度 26年度 27年度

目　標

実　績

目　標 測量設計 施設等整備

実　績 測量設計完了 整備完了

予算の状況の説明
・当初予算からの3,666千円減額補正は工事費の入札残によるものである。当初計画の事業内容については全て実施し
た他、活動目標、成果目標の達成状況を鑑みて適正であったと考える。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

25年度 26年度 27年度 28年度

 道路整備及び東屋整備

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0%

次年度繰越額 ̶ ̶

うち交付金充当額 1,932 23,500

B．執行済額 2,415 29,376

A．計(b+d) 2,415 29,376

(d)前年度繰越額 - -

(c)増減額(b-a) ▲ 605 ▲ 3,666

(b)予算現額 2,415 29,376

(a)当初予算額 3,020 33,042

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

予
算
の
状
況

商工観光課
事業実施

（予定）年度 平成25～26年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-１-（１）

事業内容

　黒島の観光地である伊古桟橋へ通じる路線は降雨後は通れない状況にあり、支障をきたしている。また日陰等
の休憩所もないことから、本事業により道路と東屋の整備を行い、より良い観光名所を目指す。H25年度に作成し
た設計をもとに今年度着工する。

市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 ２-③ 黒島観光関連事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－３－（２）－ウ

世界水準の観光リゾート地の形
成

担当部課名



　

・委託及び工事請負業者は、指名競争入札により選定してお
り、妥当であったと考えている。
・予算規模については、統一基準にて積算し適正であった。
・費目・使途については事業目的達成の観点から必要なもの
か　　等について額の確定時において支出等に関する書類
により検査し、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

29,376 29,376 23,500 5,876 0

今後の取り組み方針

・伊古桟橋への道路の整備及び休憩所が整備出来たことにより、観光客が安心して訪れることが可能になった。本町の滞在型観光の推進のためにも、当該施設
を積極的に対外的に紹介していくことが重要である。また、施設の塩害による腐食等被害を想定し、定期的な点検を取り組むこと必要がある。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

観光客の利便性の向上、安心安全の上からも現状にあった整備である。一
部保安林にかかる箇所が判明したため、必要最小限の範囲の保安林解除を
行い、整備を実施した。
東屋の整備する場所が海岸付近のため、腐食等の被害が想定される。

・観光客の増加に伴う、手洗い場や・トイレ等のさらなる施設整備が必要かど
うかを、地元住民及び観光客からの情報・意見等を基に、検討する必要性が
ある。

竹富町

29,376千円 船道土木
29,376千円

伊古桟橋進入道路及び東屋整備
工事請負費
29,376千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

観光誘客については国内外計15箇所で実施した結果、総来場者数は予想の10万人を大きく上回る105万人となり、そのうち催事会場内
に設けたブースへの来場者数は延べ25700人で全来場者数の2.4％に対し直接対応を行った結果となった。受入対策については人材育
成講座を計13回実施し193人が受講した。宿泊システムの導入は2島5業者の目標に対し、6島7業者に導入となった。システムへの利用
方法等に対する理解度により加入業者があまり伸びていない。映像については仕様書に基づく点数の動画・静止画を得ることが出来
た。

実　績
動画・静止画
素材の確保

7事業者
105万人

・次年度編集に向けた動画素材の確保

目　標
動画素材
の確保

目標値
（　年度）

　　・宿泊ｼｽﾃﾑの導入完了(20事業者)
　　・観光客誘致活動各会場の
　　　総来場動員数10万人

目　標
20事業者
10万人

実　績

達
成
状
況
説
明

観光誘客については国内外で計13箇所の計画に対し、15箇所で実施（来場者数は計105万人）。受入対策については人材育成講座を計
24回の予定に対し13回の実施。宿泊システムの導入は2島5業者の目標に対し、6島7業者に導入。映像については仕様書に基づく点数
の動画・静止画を得ることが出来た。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

・観光風景動画の撮影

目　標 動画素材の確保

実　績
動画・静止画素材の確

保

目　標 13箇所

実　績 15箇所

予算の状況の説明
予算増額については、観光風景動画撮影事業が追加となったため。不用額1,551千円発生については、効率化による旅
費残及び委託費の入札残によるものであり、当初計画していた事業内容は全て実施した他、活動目標、成果目標の達
成状況を鑑みて適正であったと考えている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

・宿泊システムの導入
　・誘客宣伝13箇所（国内）

執行率（％）(B/A) 96.5%

次年度繰越額 ̶

うち交付金充当額 33,391

B．執行済額 41,739

A．計(b+d) 43,243

(d)前年度繰越額 -

(c)増減額(b-a) 7,922

(b)予算現額 43,243

(a)当初予算額 35,321

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

商工観光課
事業実施

（予定）年度 平成26年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-１-（１）

事業内容
　本町の滞在型観光を促進することを目的とした誘客宣伝活動と観光PR動画静止画の撮影及び受け入れ体制
強化・整備を行う。

市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 ２-⑤ 観光誘客・受入対策事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－３－（２）－ウ

世界水準の観光リゾート地の形
成

担当部課名



・委託事業者は随意契約であったが、本町の観光施策に深く
関わっており、企業組織、実績、知識等を勘案した上で選定
し、条例規則等に沿った妥当な契約であったと考えている。
・予算規模は見積書・積算資料に沿った適正なものであっ
た。
・費目・使途については、各活動への参加とそれに伴う経費
であり、事業目的達成の観点から、必要性、額の確定、支出
等に関する書類により確認を行い、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

̶ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

41,739 41,739 33,391 8,348 0

今後の取り組み方針

・１市２町の八重山圏域が一丸となって取り組むという基本姿勢はそのままに、そのなかで竹富町の特色を活かした滞在型観光を推進する。
・誘客活動はその成果を滞在型観光の推進に繋げるため、今後は認知度の向上と合わせて再来訪者率の向上を目標に組み込む。
・小規模多数が特徴の本町の宿泊施設が中軸となるような滞在型観光を構築するため、旅行商品の再構築やICT活用拡大を行う。
・受け地としての質の向上を目的とした更なる受入体制の強化や底上げを図るため、講習会の内容充実と回数増加を行う。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・竹富町を始めとする八重山圏域の基幹産業である観光は、外的要因によ
る変動が激しいため、指標とする観光入域客数に誘客活動の成果が即座に
反映されているかは、より慎重に見ていかなければならない。
・平成25年度以降は新石垣空港開港に伴う入域増がそのまま事業成果につ
ながっているが、今後は特に個人旅行客の動態を把握し、その増減や季節・
島ごとの動向、消費額や旅行形態など多くの要因を考慮し事業を実施する
必要がある。

・実施内容に関しては、実施体制の改善や強化、誘客活動場所や催事の厳
選、受入対策項目との更なる連携強化を図り、より効果的な事業成果を出せ
るよう随時見直しを図っていく。
・成果目標に関しては、これまでの観光入域者数や来場者数と合わせ、再来
訪率や受け地側の宿泊日数や現地消費額など経済効果の見える目標指数
を導入し、把握する必要がある。

竹富町

41,739千円

竹富町観光協会
31,537千円

事務費
1,593千円 需用費・旅費等

委託料
40,146千円 観光客誘致にかかる委託業務

撮影プロダクション
映像工場
8,609千円

滞在型観光コンテンツ用映像ス
トックにかかる業務



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

用地取得については本年度実施できなかったが、測量設計委託業務及び取得予定地不動産鑑定を実施完了することができた。

実　績

調査実施

目　標

目標値
（　年度）

 用地取得及び測量・調査の実施完了

目　標
用地取得
調査実施

実　績

達
成
状
況
説
明

平成２６年度は測量設計及び取得予定地不動産鑑定業務を実施完了した。用地取得に関しては、今年度中の取得が難しく。
工事着手までに早急に取得する。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

・調査測量の実施

目　標 調査実施

実　績 調査実施

目　標 用地の確保

実　績 取得できず

予算の状況の説明

減額された1,600千円においては、当初計上していた土地購入費及び委託業務入札残である。土地取得予定地において
は、国有地と国土調査図面に誤差が生じていることが確認され、今年度の土地取得を断念することとした。しかし、当初
計画からの現地測量調査業務及び取得予定地鑑定業務においては、全て実施した他、活動目標、成果目標の達成状
況を鑑みて適正であったと考えている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

・用地の確保
　道路工事用（1.5m×75m）

　駐車場用（1200㎡）
　遊歩道用（3.0m×40m）

執行率（％）(B/A) 99.7%

次年度繰越額 ̶

うち交付金充当額 2,553

B．執行済額 3,191

A．計(b+d) 3,200

(d)前年度繰越額 -

(c)増減額(b-a) ▲1,600

(b)予算現額 3,200

(a)当初予算額 4,800

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

商工観光課
事業実施

（予定）年度 平成26～27年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-１-（１）

事業内容
　「忘勿石之碑」への最短道路及び、駐車場等の整備のための測量・調査委託を行い、必要とされる周辺土地等
の取得を行う。

市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 ２-⑧ 忘勿石進入道路等整備事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－３－（２）－ウ

世界水準の観光リゾート地の形
成

担当部課名



○委託事業者は指名競争入札及び随意契約で決定してお
り、これまでの実績、知識等を勘案した上で選定しているた
め、妥当であったと考えている。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する書
類により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

3,191 3,191 2,553 638 0

今後の取り組み方針

平成２７年度において、遊歩道の整備を行い整備後供用開始を行いながら、平成２８年度の進入道路及び駐車場の整備に実施に向けた、地域住民等との意見
調整を実施し、さらなる利活用に向け工事内容等を検討していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

地域住民からの要望である、安心安全な目的地までの遊歩道及び進入道路
等を、自然等に配慮した最短で最小限度の工事着手が望まれる。また、大
型バス及びレンタカー等の利用状況に応じた規模の駐車場の整備と、観光
客等の増加によるトイレ等の整備も検討しなければならない。

遊歩道及び進入道等の整備内容について、利活用する地域住民の意見に
配慮するため、意見調整を実施し、トイレ等の整備内容についての検討を実
施する。

竹富町

3,191千円

委託料
3,191千円

（株）三矢エンジニアリング
3,027千円

（株）沖縄不動産総合鑑定
所

164千円

忘勿石進入道路測量設計委託業務

忘勿石進入道路及び駐車場不動産
鑑定評価業務



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-⑨ やいまぴとぅ人材ネットワーク事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（１２）－エ

離島の特色を生かした
産業振興と新たな展開

担当部課名 八重山広域市町村圏事務組合
事業実施

（予定）年度 平成２６年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ－１－(１)

事業内容
　日本全国の八重山出身者が、会員相互の親睦・共栄や故郷八重山の発展に寄与することを目的とした組織化
作業やそれらを結びつける人材ネットワークづくりを実施する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　■負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 1,640

(b)予算現額 1,380

(c)増減額(b-a) ▲ 260

(d)繰越額 -

A．計(b+d) 1,380

B．執行済額 1,375

うち交付金充当額 1,100

次年度繰越額 ̶

執行率（％）(B/A) 99.6%

予算の状況の説明
　予算額が減額になった部分は、ネットワークシステム構築に必要なパソコンを既存のパソコンで対応したこと、県外の
基本構想策定委員が諸事情で審議会に参加できなくなったこと、全国各ブロックのネットワーク化訪問を集約したことに
よる。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

①人材ネットワーク構築基本構想策定
目　標 基本構想策定

実績

②郷友等諸団体のリサーチ
目　標 50団体

実績

③郷友等諸団体の組織化
目　標 7団体

実績

④人材情報ネットワークシステムの構築
目　標 システム構築

実績

達
成
状
況
説
明

　人材ネットワーク基本構想は当初予定どおり策定した。郷友会等諸団体のリサーチは予定より多くのリサーチができた。郷
友会等諸団体の組織化については３ブロック地区を訪問し組織化をすすめているが、個人情報とのからみで多くのやいまぴ
とぅの把握が難しいこと、郡外ではお互いが地理的に離れていて日常的に交流が困難なことなどから、現時点での新規組織
団体はない。人材情報ネットワークシステムについては構築済みである。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

目標値
（　年度）

①人材ネットワーク構築基本構想策定
目　標

実　績 基本構想策定

②郷友等諸団体のリサーチ（50団体）
目　標 50団体

実　績

③郷友等諸団体の組織化（7団体）
目　標 7団体

実　績 ０団体

④人材情報ネットワークシステムの構築
目　標 （システム構築）

実　績 システム構築

進
捗
状
況
説
明

　基本構想を策定したので、今後、構想での諸事業の予算確保と事業実施に活かしたい。リサーチは目標以上にできたが、今後とも継
続して出身者の把握に努めたい。
　個人情報とのからみで多くのやいまぴとぅの把握が難しいことやお互いが地理的に離れていて日常的に交流が困難なことなどから、諸
団体の組織化が目標どおりできていない。
　やいまぴとぅのつながりを拡充強化するネットワークシステムについては４月から稼働しており、徐々に内容も充実しつつあり、やいま
ぴとぅ交流の場として活用する。

(基本構想策定）

基本構想策定

４４４団体

０団体

ｼｽﾃﾑ構築

４４４団体



 　

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　八重山圏域の活性化を「内部の力」と「外部の力」の融合でできないか。つ
まり全国にいる八重山出身者の力も借りながら圏域の活性化ができない
かーそれが当初の問題意識である。
　そのため、まずやいまぴとぅ（出身者）のネットワークをつくることが本事業
の目的である。ネットワークづくりをすすめる中で①郷友会活動での高齢化と
若者離れ②交通の便ががよくなり郷里へはいつでも帰れることから、以前ほ
ど郷友会を必要としていない③個人情報保護の観点から名簿入手が困難に
なってきている―の問題（課題）があった。
　事業執行はほぼ予定どおりできたと思うが、郷友会等諸団体の組織化に
ついては個人情報収集の困難などで当初の予定どおりできなかったところが
ある。

　
　郷友会などの諸団体についての組織化は、個人情報の収集等、難しいとこ
ろはあるが、今回の全国各ブロックの訪問で取っ掛りはできたので次回の「２
０１６やいまぴとぅ大会」にむけて取り組んでいきたい。
　また、やいまぴとぅ人材情報ネットワークシステムができたことから、そのシ
ステムの「交流の場」を活用しながら、全国各地の郷友の方々へ組織化や
ネットワークへの参加を呼びかけ、その拡充強化をはかる。

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

総事業費
交付対象
事業費

1,375 1,375 1,100 275 0

　今後の取り組み方針

　
　本事業の目的は「やいまぴとぅネットワーク」の拡充強化だが、事業の推進としては今後とも八重山出身者も地元も一緒になって作りあげていくものだと考えてい
る。
　今事業で「人材情報ネットワークシステム」ができたので、それを活用し「やいまぴとぅネットワーク」を拡充強化したい。具体的には郷友会や地元情報の持続的
な発信や呼びかけにより、新たなやいまぴとぅの取り込み、とくに若者の取り込みに努めたい。
　そのうえで今後の展開として、やいまぴとぅネットワークを通して、地元商品の物販事業促進、観光PR、文化交流、児童の交流などを通しての人材育成事業を推
進していき、八重山圏域や郷友の方々の活性化につなげたい。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○委託業者は２社とも随契であるが１社はプロポーザルを実
施し、もう１社は当事業内容等により精通していることから事
業実施に有利であるため妥当であったと考える。
○予算は見積書及び積算によるものであり適正規模だと考
える。
○費目、使途については精算段階で検査を実施しており、目
的に必要なものと判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－

竹富町

1,375千円

負担金

八重山広域市町村

事務組合 事業実施

石垣市 負担金

与那国町 負担金



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

本調査において海底より湧出するという特殊環境下における、①基礎情報調査（「温泉」としての諸元・特性の確認、適用可能な採取・引
湯方法等の調査）、②許可条件調査（各種法律調査を含む公的利用許可や漁業関係調整等）、③営業計画等調査（営業計画・周辺環境
影響・社会環境の情報等）を行い、「温泉」としての基準適合を含め、利活用を検討するための基礎情報の取得と諸条件の整理した成果
を得ることができた。

実　績

調査完了

目　標

目標値
（　年度）

・自然環境、採掘許可等
条件整備調査完了

目　標 調査実施

実　績

達
成
状
況
説
明

本調査において海底より湧出するという特殊環境下における、①基礎情報調査（「温泉」としての諸元・特性の確認、適用可
能な採取・引湯方法等の調査）、②許可条件調査（各種法律調査を含む公的利用許可や漁業関係調整等）、③営業計画等
調査（営業計画・周辺環境影響・社会環境の情報等）を行い、「温泉」としての基準適合を含め、利活用を検討するための基
礎情報の取得と諸条件の整理した成果を得ることができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

目　標

実　績

目　標 調査実施

実　績 調査完了

予算の状況の説明 当初計画していた事業内容は全て実施した他、活動目標、成果目標の達成状況を鑑みて適正であったと考えている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

・自然環境、採掘許可等
条件整備調査の実施

執行率（％）(B/A) 99.9%

次年度繰越額 ̶

うち交付金充当額 8,579

B．執行済額 10,724

A．計(b+d) 10,730

(d)前年度繰越額 -

(c)増減額(b-a) 0

(b)予算現額 10,730

(a)当初予算額 10,730

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　26年度 　27年度 　28年度 　29年度 　30年度

予
算
の
状
況

商工観光課
事業実施

（予定）年度 平成26年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-１-（１）

事業内容
　観光地としての受入施設整備（海浜における公共「足湯」施設）を目的に、竹富島北東部の浅海域に存在する
海底温泉について、実用に向けて必要と思われる各種調査を実施する。

市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 ２-⑩ 竹富島海底温泉活用調査整備事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－３－（２）－ウ

世界水準の観光リゾート地の形
成

担当部課名



・委託事業者は随意契約であったが、これまでの実績、知識
等を勘案した上で、規則等に沿った選定をしており、妥当で
あったと考えている。

・費目・使途については、事業目的達成の観点から、必要
性、額の確定、支出等に関する書類により検査を行い、適正
であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

̶ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

10,724 10,724 8,579 2,145 0

今後の取り組み方針

利活用の方向性決定及び合意形成に向けた地元説明会の実施や検討委員会の発足、基本計画の策定を通した合意形成と情報収集・開示・検証を行う。その上
で実施設計や用地取得を含む許可申請手続きを行い、施設整備につなげる。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

本事業により観光資源としての「温泉源」の状況を把握することができたが、
竹富島は浅海域を含め「歴史的景観形成保全地区」に指定され、開発行為
に制限のかかる地区であり、近年は地元合意に時間を要し、これが不十分
な状態での施設整備に関して社会的にも慎重な意見も予想されるため、本
事業成果情報の的確な開示、地元の合意形成や意見交換の積み重ねを最
優先とし、整備に向けた諸条件・法的条件の解決等を行うことに留意する必
要がある。

情報開示と共に地元意見の吸い上げ・合意形成を丁寧に行うことや整備を行
う際のより具体的な条件整理や検討を行うこと等の重要性から、①検討委員
会形式の場の形成、②施設整備計画の作成（①を含む）を通して、より地元
合意・地元主体の整備となるようにする。

（株）水圏科学コンサルタント
10,724千円

委託料
10,724千円

海底温泉活用調査にかかる
委託業務

竹富町
10,724千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( )

(１２，９０８ｍ）

（　　8,700本　　）

- 8,700本

進
捗
状
況
説
明

・観光地へのアクセス道路の清掃および植栽美化をしたことにより、観光地景観の満足度向上が期待できるとともに、地元住民の日頃か
らの清掃意識の芽生えが期待できる。平成２５年の花苗植栽は５９０ｍで平成２６年度は９７０ｍであり、植栽本数8,700本完了。

１２，９００ｍ １２，９０８ｍ

・植栽8,700本

目　標 -

実　績

目標値
（　年度）

　観光道路4路線の美化清掃（12,908ｍ）
・竹富1周線（3,285ｍ）
・細崎線（3,033ｍ）
・住吉1号線（2,512ｍ）
・波照間海岸線（4,078ｍ）

目　標 １２，９００ｍ １２，９００ｍ

実　績 １２，９００ｍ

達
成
状
況
説
明

　主要観光アクセス路として利用されている自然景観にマッチした快適な歩行空間を創出し、島内観光の質向上を図るため
４路線（１２，９１０ｍ）美化作業及び９７０ｍの花苗植栽を行い、目標を達成した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目　標

実　績

目　標 道路美化保全 道路美化保全 道路美化保全

実　績 道路美化保全 道路美化保全 道路美化保全

予算の状況の説明 　不用額5,355千円が発生しているが、全て入札残である。事業計画内容はすべて実施した他、活動目標、成果目標の
達成状況は全て達成できた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

美化推進路線、竹富３，２８５ｍ　細崎（小
浜）　３，００３ｍ　住吉１号線　２，５１２ｍ
波照間　４，０７８ｍ　及び植栽整備

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 81.9%

次年度繰越額 ̶ ̶ ̶

うち交付金充当額 5,486 15,259 19,353

B．執行済額 6,858 19,075 24,192

A．計(b+d) 6,859 19,076 29,547

(d)前年度繰越額 －

(c)増減額(b-a) 2,163 ▲ 37,104 ▲ 64

(b)予算現額 6,859 19,076 29,547

(a)当初予算額 4,696 56,180 29,611

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

建設課
事業実施

（予定）年度 平成24～33年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-１-（１）

事業内容
　町内の歩道と植樹帯を有する観光路線を美化し、散策に訪れる人の満足度を向上させ、竹富町の観光基盤水
準を高める。

市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 ３-① 観光道路美化推進事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－１－（６）－イ

価値創造のまちづくり

担当部課名



・委託先の業者は、町内等において実積がある業者から指
名競争入札により選定しており、妥当であった。
・積算により予算算出しており、規模は適正である。
・受益者負担関係については、当該事業は委託事業である
ことや、町道（公道施設）であることから特定の受益者はいな
いが、事業目的に即した積算や委託内容となっており、妥当
性のない受益負担関係は生じていない。
・委託業務については、契約書及び仕様書のとおり実施され
ており、事業目的に必要な費目・使途であり、検査にも合格
している。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

〇 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

24,192 24,192 19,353 4,839 0

・島別に委託を行うことにより、清掃回数及び植栽美化延長の増加を目指し、さらなる満足度等の向上を図る。
・各地域住民の要望をリサーチし、維持管理協力体制を構築し、整備後も継続した管理体制を維持していく必要性がある。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・これまで7月頃に事業開始していたが、天候による影響を受け事業の進捗
が計画よりも遅れた。

・植栽美化後は、花への水やり除草等及び道路の清掃の維持管理が課題で
ある。

・季節影響をあまり受けない観光シーズンに事業開始することにより、計画の
進捗を図る。

・維持管理に関しては花への水やり除草等及び道路の清掃を地域公民館等
の地域住民の協力を得る必要があるため、そのための検討会を役場と各地
区公民館で実施する。

今後の取り組み方針

竹富町

24,192千円

委託料
24,192千円

株式会社 玉吉建設
11,880千円
竹富一周線

西表造園土木
1,620千円

町道住吉1号線

（株）ガーデンなみき
4,860千円

町道細崎線

西表造園土木
5,832千円

波照間海岸線

歩道・路肩の除草及び
花の植栽

歩道・路肩の除草及び
花の植栽

歩道・路肩の除草及び
花の植栽

歩道・路肩の除草及び
花の植栽



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

　実施箇所については、計画以上の場所で実施する事ができたが、現在実施している４地区以外の地区へ実施箇所を広げる事はできて
いない。さらに美化保全すべき文化財箇所を、地域住民と連携し増やしていくことが望まれる。

実　績

16箇所 17箇所
国指定：4箇所
県指定：1箇所
町指定：8箇所

目　標

目標値
（　年度）

観光景観地・指定文化財美化保全完了
 国指定文化財：４箇所
 県指定文化財：１箇所
 町指定文化財：８箇所

目　標 13箇所 12箇所
国指定：4箇所
県指定：1箇所
町指定：8箇所

実　績

達
成
状
況
説
明

平成26年度は４地区で美化保全事業を実施することができた。
実施箇所については、地域より要望のあった箇所を加えて計画以上の箇所で実施する事ができた。
全て地区公民館に委託して実施し、地域住民の手によって地域の文化財等の美化保全を実施した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目　標

実　績

目　標
美化保全事業

の実施
美化保全事業

の実施

国指定：4箇所
県指定：1箇所
町指定：8箇所

実　績 美化保全事業の実施 美化保全事業の実施
国指定：4箇所
県指定：1箇所
町指定：8箇所

予算の状況の説明
　地域住民が関わる事を重視し、全て地域公民館に業務を委託する方針で事業を進めたが、地域行事等の都合に左右
される結果となり、低調な執行率にとなった。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

観光景観地・指定文化財美化保全
実施箇所数

 国指定文化財：４箇所
 県指定文化財：１箇所
 町指定文化財：８箇所

執行率（％）(B/A) 69.9% 52.2% 51.7%

次年度繰越額 0 0 0

うち交付金充当額 1,817 1,256 1,212

B．執行済額 2,272 1,570 1,515

A．計(b+d) 3,250 3,005 2,930

(d)前年度繰越額 － - -

(c)増減額(b-a) 0 0 ▲ 64

(b)予算現額 3,250 3,005 2,930

(a)当初予算額 3,250 3,005 2,994

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

教育委員会総務課
事業実施

（予定）年度 平成24～33年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-３-（２）

事業内容
　本町が有する文化財の美化保全を推進し、本町の特有の歴史文化や景観を観光資源として利活用し観光産業
の振興を図る。

市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 ３-② 観光地文化財美化保全事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－１－（４）－ア

伝統文化の保全・継承
及び新たな文化の創造

担当部課名



○委託先については、計画どおり地域公民館に委託して実
施した。
○事業は精算払いで、費目・使途が事業目的に即したもの
か確認し、適切に支出した。
〇受益者負担については、当該事業は委託であり特定の受
益者は生じないが、事業目的に即した積算及び委託料であ
ることから、目的外、妥当性のない事業費は無く、委託先、
史跡等利用者等との負担関係の妥当性に問題はない。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

1,515 1,515 1,212 303 0

今後の取り組み方針

・文化財の現地学習会の実施や、観光業者と連携したツアーの実施により、観光景観地・指定文化財のさらなる利活用を図りたい。
・観光景観地・指定文化財が、適切な時期に適切な状況が維持できるよう、実施時期や実施方法を検討していきたい。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・平成26年度は地域公民館が実施主体となり、文化財近隣住民自らの手に
よって文化財等美化保全活動を実施することを事業目標としていたが、実施
箇所及び実施時期に課題が残っている。
・地域公民館も、作業人員の確保や地域伝統行事等活動等により、保全活
動実施への様々な課題を抱えている。

・観光業者及び地域社会教育団体との連携を密にし、地域住民よる美化活
動等に協同参加が図れるかを検討する。
・実施計画の策定の段階から、実施主体となる地域住民との調整会議等を
実施し連携をさらに密にしていく。
・地域住民で実施が難しい場所や時期については、業者への業務委託も検
討が必要である。

竹富町

1,515千円

竹富公民館
700千円

委託料
1,515千円

波照間島下田原城跡の
清掃作業業務等委託

西表島祖納地区文化財の

清掃業務等委託

鳩間島内史跡の清掃業務等委託

竹富島内史跡の清掃業務等委託

鳩間公民館
320千円

祖納公民館
325千円

波照間公民館
170千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

・島の玄関口である黒島港から観光名所の仲本海岸までの主要路線すべてにギ木を整備することでき、島全体を観光地として魅力向上
を図り、観光地に適した景観形成に寄与することができた。

実　績

測量設計 2,498m 736m

目　標

目標値
（　年度）

 町道黒島1周線及び農道線ギ木柵設置完了
 設置延長　780m

目　標 測量設計 1,500m 780ｍ

実　績

達
成
状
況
説
明

・島の玄関口である黒島港から観光名所の仲本海岸までの主要路線すべてにギ木を整備することでき、島全体を観光地とし
て魅力向上を図り、観光地に適した景観形成に寄与することができた。活動目標の減は、当初目的地までの設置延長を780
ｍと計画していたが、実施の結果736mをもって目的地までの整備を達成することができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目　標

実　績

目　標 1,500m 780ｍ

実　績 2,948m 736m

予算の状況の説明
予算減については、入札残によるものである。計画していた事業内容はすべて実施した他、活動目標、成果目標の達成
状況を鑑みて適正であったと考えている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

 町道黒島1周線及び農道線ギ木柵設置
 設置延長　780m

執行率（％）(B/A) 100.0% 99.7% 100.0%

次年度繰越額 ̶ ̶ ̶

うち交付金充当額 11,598 100,508 28,736

B．執行済額 14,499 125,635 35,920

A．計(b+d) 14,499 126,000 35,921

(d)前年度繰越額 － - -

(c)増減額(b-a) ▲ 19,985 16,000 ▲ 429

(b)予算現額 14,499 126,000 35,921

(a)当初予算額 34,484 110,000 36,350

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

建設課
事業実施

（予定）年度 平成24～26年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-９

事業内容

　黒島の主な産業は肉用牛生産と観光産業となっており、ギ木とその背景の牧場風景を活かした県道２１３号線
は「日本の道１００選」にも選定され観光道路となっていることから、島全体を観光地として魅力向上を図る為、県
道以外の主要道路にもギ木柵を設置する。

市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 ３-③ 黒島主要路線ギ木化事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－３－（１２）－ア

離島の特色を生かした
産業振興と新たな展開

担当部課名



・工事請負業者は指名競争入札及び随意契約で決定してい
る。これまでの実績及び知識等を勘案した上で選定してお
り、妥当であったと考えている。
・予算規模は積算により算出しており、適正規模であった。
・費目・使途については事業目的達成のための支出等であ
り、検査等を実施し、適正であった確認した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

35,920 35,920 28,736 7,184 0

今後の取り組み方針

島の玄関口である黒島港から仲本海岸に向けてギ木が整備され周辺景観に適合した良好な整備状況である。今後は維持管理作業等実施に向けて地域住民と
連携してして取り組んでいく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・ギ木柵の高さが（位置）が車両の運転手や同乗者の視線を遮っているた
め、圧迫感と道路が狭小に感じられる。

・沿道の雑草がギ木柵を覆うなど今後の維持管理を検討をする必要がある。

・ギ木柵の高さ（位置）や支柱間隔などみだりに変わると煩雑な印象となるた
め、ギ木柵の構造はこれまで通りの基準とし、区画線を引き直すなど白線を
際立たせ、ギ木柵の圧迫感を抑えるとともに道路景観全体の向上を図る必
要がある。

・沿道の雑草が繁茂しないよう定期的な清掃と今後の維持管理を考慮し、張
りコンクリートなど防草対策の検討をする必要がる。

竹富町
35,920千円

工事請負費
34,776千円

有限会社 仲間土木
34,776千円

黒島主要路線ギ木設置工事

委託費
1,144千円

株式会社三矢エンジニアリング

八重山営業所 1,144千円
黒島主要路線ギ木設置工事現場技術委託業務



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） ( ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

・アンケート調査を行い、地域説明会を1７地区で実施した結果、各地区での要望等を把握することができた。基本計画策定検討委員会
を2回開催し、基本計画について慎重に審議を行い、竹富町墓地基本計画を策定した。

実　績 未実施 実施

未実施 基本計画策定済

【参考指標】

　　　　　竹富町墓地整備基本計画策定
　　　　　検討委員会の実施

目　標
検討委員
会報告

検討委員
会

の実施

目標値
（　年度）

 竹富町墓地整備基本計画の策定

目　標
意向調査

報告
基本計画

策定

実　績

達
成
状
況
説
明

・平成25年度の実態調査を基にパワーポイントを作成し、地域説明会を1７地区で実施した。
・基本計画策定検討委員会を2回開催し、竹富町墓地基本計画について審議を行った。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
25年度 26年度 27年度

目　標

実　績

目　標 意向調査 基本計画の策定

実　績 未実施 基本計画策定

予算の状況の説明
・不用額が2,666千円発生しているが、旅費及び委託料の入札残によるものであり、当初計画していた業務内容（墓地基
本計画策定に係る調査、墓地基本計画の策定）の達成状況を鑑みて適正であったと考えている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

25年度 26年度 27年度 28年度

 住民意向調査（アンケート調査）、策定委
員会を経て、竹富町墓地整備基本計画の

策定

執行率（％）(B/A) 100.0% 72.8%

次年度繰越額 ̶ ̶

うち交付金充当額 5,544 5,712

B．執行済額 6,930 7,140

A．計(b+d) 6,930 9,806

(d)前年度繰越額 - -

(c)増減額(b-a) ▲ 1,134 ▲ 33

(b)予算現額 6,930 9,806

(a)当初予算額 8,064 9,839

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　25年度 　26年度 　27年度 　28年度 　29年度

予
算
の
状
況

自然環境課
事業実施

（予定）年度 平成25～26年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-３-（２）

事業内容
　沖縄特有の文化により、墓地が散在化してる状況であることから、墓地計画の策定により墓地集約化や観光地
としてのまちなみや優れた自然景観を保全する。

市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 ３-④ 墓地景観形成事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－１－（６）－ア

価値創造のまちづくり

担当部課名



○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

事務費
旅費・委員旅費費用弁償

471千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○委託業者は指名競争入札により決定しており、妥当であっ
た。
○予算については、積算等により算出。適正規模であった。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要分で
あり、検査の結果、適正であった。

6,480千円

竹富町

7,140千円
報酬 竹富町墓地整備基本計画策定 竹富町墓地整備基本計画策定

検討委員　委員報酬　2回開催　21名189千円 　検討委員会
　　　　　　　189千円

委託料 株式会社　沖縄チャンドラー
竹富町墓地基本計画策定委託業務

6,480千円

7,140 7,140 5,712 1,428 0

今後の取り組み方針

平成26年度に策定した竹富町墓地基本計画（平成27年～平成36年）に沿って、
・墓地の散在化防止のため「墓地集積区域」の設定及び用地の整備等に向けて取り組んでいく。
・無許可墓地対策として、町民及び墓地関連事業者へ法手続きなどについて周知を図り、許可証表示の義務化を検討する。
・無縁墓地対策として、無縁墓地についての問題点の周知徹底、無縁墓地の受入先の確保、墓地の継承手続きの義務化について検討する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・墓地施策の迅速かつ柔軟な対応
・墓地の適正管理の維持
・墓地集約区域の検討
・無縁墓の調査及び改葬

・今後の少子高齢化や核家族化の進行、ライフスタイルの多様化などによ
り、墓地に対する考え方や要望が多様化していく事が考えられるので、墓地
施策の迅速かつ柔軟な対応をするために適宜墓地に関するアンケート調査
を実施し、町民の要望の把握に努める。
・墓地の適正管理について、広報活動などを通して墓地の適正な維持管理
の必要性などを町民に広く周知する。
・町民が安心して利用できる墓地の確保を目指すために、墓地集約区域の
設定及び整備を推進する。
・無縁墓地を調査し、竹富町納骨堂への改葬を検討する。



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 ３-⑤ ピサダ道保存整備事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－１－（４）－ア

伝統文化の保全・継承
及び新たな文化の創造

担当部課名 教育委員会総務課
事業実施

（予定）年度 平成26～27年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-３-（２）

事業内容
　竹富町指定史跡ピサダ道の保存整備を実施し、文化遺産的な観光資源として活用するとともに、津波災害時の
避難道としても利用可能な道となるように整備を行う。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　26年度 　27年度 　28年度 　29年度 　30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 6,001

(b)予算現額 5,981

(c)増減額(b-a) ▲ 20

(d)前年度繰越額 -

A．計(b+d) 5,981

B．執行済額 4,287

うち交付金充当額 3,430

次年度繰越額 0

執行率（％）(B/A) 71.7%

予算の状況の説明
　不用額が1,694千円発生しているが、入札残によるもので当初計画のとおり測量及び設計業務は全て実施しており、活
動目標及び成果目標ともに達成する事ができた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

測量調査、実施設計の実施

目　標
測量調査・

実施設計の実施

実　績
測量調査・

実施設計の実施

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・デジタル写真測量による遺構現況の３次元測量及び図面の作成。
・石敷遺構の修理、排水溝の整備、手摺の整備等を含む保存修理工事の設計図作成。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

目標値
（　年度）

保存修理工事の実施設計の完了

目　標
実施設計
の完了

実　績 実施設計の完了

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

・ピサダ道の保存修理工事を実施するために必要な設計図等を作成することができた。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

･整備工事内容の具体的な方法等について、地域住民の意見を参考にする
ため聴衆にしたが、地域の様々な意見があつまり、意見集約に時間を要して
しまい、反映することが難しい部分もあった。

・整備の方法で意見が分かれたところについては、基本的な考えである、遺
構保存を最優先とし、整備計画を作成している。

今後の取り組み方針

・平成26年度に実施した測量調査と、それを基に作成した設計図に従って保存修理工事を平成27年度に実施する。
・ピサダ道保存修理工事の完成後には、「歴史の道」として町内外への地域史学習及び観光資源への活用を図り、地域振興へと役立てていきたい。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

4,287 4,287 3,430 857 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○委託先の業者は、県内で実積がある業者から指名競争入
札により選定しており、妥当であったと考える。
〇予算規模については、積算内容及び単価等は事業目的
に即した内容・規模となっている。
○委託業務については、契約書及び仕様書のとおり実施さ
れており、事業目的に必要な費目・使途であったと考えてい
る。
〇受益者負担関係については、事業費（委託費）は事業目
的に即した積算内容、規模や内容である。また、成果となる
文化財（史跡道）の利用に特定の受益者が発生しないこと
や、避難道としての性質から受益性（負担関係）に問題はな
い。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

竹富町

4,287千円

有限会社ティガネー
4,287千円

委託料
4,287千円

ピサダ道デジタル写真測量及び

保存修理工事設計業務



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 ４-① ペット適正飼養推進事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－１－（１）－ア

自然環境の保全・再生・適正利
用

担当部課名 自然環境課
事業実施

（予定）年度 平成24～33年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-１０-（１）

事業内容
　本事業は西表島の貴重な生態系の保全、特に絶滅危惧種であるイリオモテヤマネコの生息・生育を保全する
ため、西表島におけるペット適正飼養を推進する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 6,006 6,004 6,175

(b)予算現額 6,004 6,001 7,622

(c)増減額(b-a) ▲ 2 ▲ 3 1,447

(d)前年度繰越額 － - -

A．計(b+d) 6,004 6,001 7,622

B．執行済額 6,004 6,001 7,622

うち交付金充当額 4,803 4,800 6,097

次年度繰越額 ̶ ̶ ̶

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 100.0%

予算の状況の説明
増額した1,447千円については、平成２６年度西表島へ常駐派遣した獣医師の勤務日数を増やしたための増額である。
その他、活動目標、成果目標の達成状況を鑑みて適正であったと考えている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

　　①ペット適正飼養推進会議の開催
　　②逸出ペットの保護収容
　　③収容個体の処置
　　④普及啓発講演会等の開催

目　標 3回 実施 実施

実　績 6回 全て実施 全て実施

　　①逸出ペット保護収容を10頭以内
目　標 １０頭 １０頭 １０頭

実　績 14頭 １９頭 １６頭

ペット適正飼養推進会議の開催、逸出ペット保護収容・処理及び講演会の開催などを、計画どおりを全て実施した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H25成果目標（指標）
基準値

（　２３年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

ペット適正飼養推進会議を年１回開催
目　標 1 1 1 1

実　績 1 1 1

逸出ペット保護収容を10頭以内
目　標 15 10 10

実　績 19 16

普及啓発講演会等を４回開催
目　標 4 4

実　績 5 5

進
捗
状
況
説
明

ペット適正飼養推進会議や適正飼養講演会を実施し、適正飼養について普及啓発活動を実施中であるが、逸出ペットの捕獲数が目標
を上回る結果となっている。



市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

島内住民には『竹富町ねこ飼養条例』や本事業の趣旨が浸透しつつあるが、
他市町村からの移住者や短期滞在者への周知が行き届かないため、島外
からのネコもちこみが後を絶たず、その結果逸出ペットの保護捕獲数が減少
しない要因となっていると考えられる。

現在、竹富町役場窓口において、住民移動届出の際にペットの飼養状況確
認を実施し適切なペット飼養を指導しているが、空港、港のある石垣市内で
の啓蒙活動も検討する必要がある。

今後の取り組み方針

国の特別天然記念物であるイリオモテヤマネコが生息する西表島が、ユネスコ世界自然遺産候補地に選定されたことにより、西表島にて実施する本事業の趣旨
（イリオモテヤマネコの保護保全）も地域住民に浸透しつつある。今後も本事業を継続実施しイリオモテヤマネコ保護保全を図るため、西表島におけるペット適正
飼養の普及啓発活動を続けていくことが必要であると考えられる。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

7,622 7,622 6,097 1,525 0

委託料
NPO法人どうぶつたちの

病院　沖縄

①ペット適正飼養推進会議の開催

7,622千円 7,622千円

②逸出ペットの保護収容

③収容個体の処置

④普及啓発講演会等の開催

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ・委託事業者は随意契約であったが、これまでの実績、知識
等を勘案した上で選定しており、妥当である。
・予算については見積書により算出。適正規模である。
・受益者負担関係については、当該事業は営利目的の委託
事業ではなく、重要天然記念物（ヤマネコ）保護を目的とした
事業であることから委託費については、積算及び規模につい
ては事業目的に即した内容となっている。また、事業詳細毎
にみても不特定の地域住民を対象とした講演会や特定でき
ないペットの収容保護等であることから、受益者負担の妥当
性に問題はない。
・費目・使途については、事業目的達成の観点及び検査結
果により、適正であった。

竹富町
7,622千円

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。
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市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 ５-① 和牛生産推進事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－３－（７）－ア

亜熱帯性気候等を生かした
農林水産業の振興

担当部課名 農林水産課
事業実施

（予定）年度 平成24～33年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-１-（６）

事業内容
　優良母牛の導入助成(購入費の1/2以内、上限30万円）及び口蹄疫の進入防止対策を実施し、本町の基幹産業
である農業畜産の生産基盤整備、環境整備を強化し、産業の振興を図る。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 9,463 15,524 19,884

(b)予算現額 9,463 15,524 31,884

(c)増減額(b-a) 0 0 12,000

(d)前年度繰越額 － - -

A．計(b+d) 9,463 15,524 31,884

B．執行済額 9,369 14,290 29,526

うち交付金充当額 7,494 11,432 23,621

次年度繰越額 ̶ ̶ ̶

執行率（％）(B/A) 99.0% 92.1% 92.6%

予算の状況の説明
・優良母牛導入助成金の導入額、防疫対策委託料及び需用費の残により不用額が2,358千円発生した。当初計画してい
た事業内容はすべて実施した他、活動目標、成果目標の達成状況を鑑みて適正であったと考えている。予算増額につい
ては、事業実施中に、畜産農家より助成希望が増えたことによる増額である。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

・離島港湾靴底消毒用マット設置

目　標
消毒用マット

設置
消毒用マット

設置
消毒用マット

設置

実　績 消毒用マット設置 消毒用マット設置 消毒用マット設置

・優良遺伝繁殖雌牛導入助成

目　標 導入助成 導入助成 導入助成

実　績 導入助成 導入助成 導入助成

達
成
状
況
説
明

・町内の港湾に靴底消毒用マットの設置、優良遺伝繁殖雌牛の導入費を一部助成したことで、竹富町畜産牛のブランド力及び
防疫対策による信用の向上を図った。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

離島港湾靴底消毒用マット設置完了

目　標
消毒用
マット

設置完了

消毒用
マット

設置完了

消毒用
マット

設置完了

実　績
消毒用マット

設置完了
消毒用マット

設置完了
消毒用マット

設置完了

優良遺伝繁殖雌牛導入助成頭数：80頭
（導入進捗率46.5％）

目　標 ４０頭 ４０頭 ６０頭

実　績 ４３頭 ６３頭 ９３頭

進
捗
状
況
説
明

・離島港湾施設に靴底消毒用マットを設置し防疫対策を図っている。
・優良遺伝繁殖雌牛導入の目標が６０頭であったが、９３頭の導入が出来た。今後も継続して行うことにより、竹富町として牛のブランド力を
向上し、販売価格を高める。
・事業実施途中の追加情勢希望があり、希望する助成額を準備したが、畜産農家の諸事情により申請取り下げ等により不用額が生じてし
まった。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・優良遺伝繁殖雌牛導入事業については、ここ数年間子牛のセリ価格が高騰
しているため、購入費がかなり高額になっている。

・子牛セリ価格高騰のため、購入費用の助成額の増額を検討する必要があ
る。

今後の取り組み方針

・今後も特定家畜伝染病の口蹄疫等を防ぐため、竹富町内の港湾に靴底消毒用マットの管理委託による防
疫対策を実施する。
優良遺伝繁殖雌牛導入についても、農家の方々が年間何頭導入出来るかを調査し、
ニーズにあった増頭を図る。
竹富町の和牛改良推進を図るため、この導入事業を継続していきたい。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

29,526 29,526 23,621 5,905 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ・委託業務者は各地区肉用牛生産組合で勘案した上で選定
しており、妥当であったと考えている。
・予算規模は事業継続年数の実績等により積算しており、妥
当だと言える。
・受益者負担の関係については、現在の市場価格や動向か
ら負担の割合や上限額を設定している。また、農家の経営規
模も考慮し、事業目的に即した導入の活用促進が図れるよう
な内容となっていることから妥当性に問題はないと考える。
・費目・使途については事業目的達成の観点から必要なもの
なのか等について額の確定時において支出等に関する書類
により検査、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

竹富町

29,526千円

委託料
1,456千円

竹富・黒島・小浜・波照間

個人業務委託者
1,456千円

防疫対策にかかる
業務委託料

委託料
27,908千円

沖縄県農業協同組合
27,908千円

導入農家
27,908千円

優良遺伝繁殖雌牛導入
業務にかかる委託料

事務費
162千円

需用費



( ） （ ） （ ） （ ）
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市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 ６-① 読書支援事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－３－（１１）－イ

離島における定住条件の整備

担当部課名 教育委員会教育課
事業実施

（予定）年度 平成24～33年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-３-（１）

事業内容
　図書館設置が困難な地理的条件にある本町の幼児、児童生徒を含む地域住民への生涯学習支援として学校図
書室を地域へ開放する取り組みとして、学校図書室へ人員を配置し活発な読書支援を図る。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 1,679 5,044 5,047

(b)予算現額 1,574 5,044 5,050

(c)増減額(b-a) ▲ 105 0 3

(d)前年度繰越額 － - -

A．計(b+d) 1,574 5,044 5,050

B．執行済額 1,574 4,851 4,603

うち交付金充当額 1,259 3,881 3,682

次年度繰越額 0 0 0

執行率（％）(B/A) 100.0% 96.2% 91.1%

予算の状況の説明
不用額が447千円発生しているが、共済費及び賃金残であり、当初計画していた業務内容の達成状況を鑑みて適正で
あったと考えている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

 図書支援員の巡回日数各１５回/月
 （黒島校・小浜校）

 基準年度（平成２４年度各８回/月）

目　標 １５回/月 １５回/月

実　績 １５回/月 １５回/月

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

両校月15回の巡回日数を達成でき、図書室を利用する地域住民も増加している。児童生徒の保護者等の利用者が多く見られ
るが、読書習慣が根付いていない地域等もあり、改善事項として検討する。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（２４年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

・黒島  学校図書室利用人数（地域住民）
　７５人/年

目　標 ３１人 30冊/月 30冊/月 75人

実　績 20冊/月 26冊/月 57人

・小浜  学校図書室利用人数（地域住民）
　１００人/年

目　標 ８０人 45冊/月 45冊/月 100人

実　績 43冊/月 50冊/月 143人

進
捗
状
況
説
明

①保育所、ディサービス、移動図書館等でリクエストを聞き、貸出を行った。
②地域への広報（図書館だより）をホームページ掲載、掲示、配布を行った。
③小浜地区は、沖縄県立図書館の協力貸出サービスを竹富町のモデル校とし施行実施し、目標達成できた。
④黒島地区では、新規利用者が想定よりも増えず目標達成出来なかった。理由として、農業従事者（畜産業）が多く、日中は学校図書室へ
足を運ぶ時間がないためである。

目標

実績

　・図書支援員２名配置　（黒島・小浜島）

２名 ２名 ２名

２名 ２名 ２名 ２名



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

一部の地区においては、農・畜産業従事する地域住民が多い等の理由によ
り、新規利用者が想定よりも伸びず、こうした地区の新規利用者開拓が今後
の課題である。

小浜地区同様、沖縄県立図書館の協力貸出サービスを利用し、学校図書室
には無い、成人向けの実用書、農業・畜産業の専門書の貸出を積極的に行う
など、様々な取り組みを実施検討したい。また、今後は図書室での地域開放だ
けではなく、保育所や、デイサービスなどで読み聞かせを行うなど、様々な取
り組みをし、地域の方々が本に触れ合う機会をつくる。

今後の取り組み方針

・保育所、ディサービス、移動図書館、乳幼児健診にあわせてブックスタート等での読み聞かせ会を月に1回程度実施
・沖縄県立図書館の一括貸出事業（セット貸出）や協力貸出(リクエスト本）を利用し、成人向けの実用書、専門書も貸出が出来るようになった事を周知していく。
・竹富町発行の広報誌、防災無線等での広報活動も行う。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

4,603 4,603 3,682 921 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

賃金・共済費等は竹富町規約に準じて支出された。旅費は学
校訪問する際の渡航費である。事業規模に対し、適切な予算
規模、支出先であると考える。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

竹富町

4,603千円

共済費
465千円

賃金
2,990千円

事務費
1,148千円

社会保険料負担金、雇用保険料負担金 2名

読書支援事業（図書支援員）に係る非常勤職員賃金 2名

黒島、小浜島への図書館事務補助員現地派

遣費 2名
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市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

6-② 児童生徒派遣費事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

5－（2）－ｱ

公平な教育機会の享受
に向けた環境整備

担当部課名 教育委員会　教育課
事業実施

（予定）年度
Ｈ24～Ｈ33 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－3－（1）

事業内容
児童生徒のスポーツ等の各種大会等への派遣費を助成し、保護者の負担軽減や各種大会等での貴重な体験経験を生かした人材育成、また沖
縄本島と離島の格差是正を図る。

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 2,650 2,237 3,503

(b)予算現額 1,803 4,109 5,504

(c)増減額(b-a) ▲ 847 1,872 2,001

(d)前年度繰越額 － -

A．計(b+d) 1,803 4,109 5,504

B．執行済額 1,719 3,780 5,122

うち交付金充当額 1,375 3,024 4,097

次年度繰越額 ̶ ̶ ̶

執行率（％）(B/A) 95.3% 92.0% 93.1%

予算の状況の説明
　当初の計画より、県大会派遣生徒の増加及び派遣大会が増えたことにより、大幅な増額となった。しかし、事業目的で
ある町内生徒の人材育成及び保護者の経済的負担軽減という目標や、その他活動目標及び成果目標は達成しており、
適正な執行であると考える。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H25活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

児童生徒派遣費助成

目　標 派遣費助成 派遣費助成 派遣費助成

実　績 派遣費助成 派遣費助成 派遣費助成

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・地区大会での結果が、上位入賞学校・:生徒が前年度から増え、派遣大会が増加し予算が増額となった。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

児童生徒派遣費助成人数

目　標 280 440 470

実　績 442 704 630

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

　・スポーツ及び文化的活動大会、コンクール等への積極的な参加が増えており、このことは本事業の目的である、大会を通じて貴重な
体験経験をいかした人材育成や保護者の負担軽減に大きく繋がっている。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　・補助申請及び実績報告書の一連の提出書類に各学校によってばらつき
が生じており、予算調整にも影響があった。

　・補助金交付要綱の一部改正を行い見直し、また各教育現場へ事業目的
や適正な事業申請に努めるよう周知活動を徹底する。

今後の取り組み方針

　・年間を通して、ｽﾎﾟｰﾂ面、文化面での派遣が伴う大会等がどの程度あるのか、町内小中学校毎に調査調整し事業の適正な執行体制をさらに強化し、多くの生
徒を多種多様な大会へと派遣していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

5,122 5,122 4,097 1,025 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ・支出先の生徒等については、提出書類等を検査しているため妥
当である。
・予算については、継続事業の実績により積算しており、妥当であ
る。
・生徒等助成対象者との関係は規則に沿って支出している為妥当
である。
・費目・使途については、検査に基づいて支出しており妥当である。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

竹富町
（児童生徒派遣費

事業）

5,122千円

負担金、補助
及び交付金

5,122円

小学校

267千円

中学校

4,855千円

【派遣にかかる旅費補助 86人】

【派遣に係る旅費補助 544人】
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市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 ６-③ 学校ICT支援員派遣事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－５－（４）－ア

国際性と多様な能力を涵養
する教育システムの構築

担当部課名 教育委員会教育課
事業実施

（予定）年度 平成26～30年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-３-（１）

事業内容
　極小規模校というハンディを乗り越え、児童生徒のICT機器活用能力及び学力の向上を目指す。そのため教育
用PC・電子黒板・タブレットPC等のICT機器を授業で効果的に活用するため、ICT支援員派遣業務を行う。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　26年度 　27年度 　28年度 　29年度 　30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 6,739

(b)予算現額 6,739

(c)増減額(b-a) 0

(d)前年度繰越額 -

A．計(b+d) 6,739

B．執行済額 4,406

うち交付金充当額 3,525

次年度繰越額 ̶

執行率（％）(B/A) 65.4%

予算の状況の説明
執行率が65.4%となっているが、当初は4月から執行する予定であったため。実際は交付決定後に入札等を経て7月から
の事業の実施になった為、不用額が発生している。執行については適正であったと考えている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

・ICT支援員の派遣
　小中学校13校

目　標 小中学校13校

実　績 小中学校13校

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

　・全小中学校（13校）に対して、１校あたり月に１回～２回（合計１０回～１１回）派遣し、教職員にICT機器の活用法等のノウハウをを提
供することができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

目標値
（　年度）

・ICT支援員１名の全小中学校巡回
　小中学校13校

目　標
小中学校

13校

実　績 小中学校13校

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

　・全小中学校に派遣を行うことができた。
　・H26年7月～H27年3月まで、１校あたり10回～11回の派遣を行い、合計132回の派遣を行った。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・町内は島々に学校があり、移動において不便を感じることもあるため、ICT
支援員が1名というのは少ないという声もある。

・H27年度より、デジタル教科書も導入し、ICT支援員のニーズがさらに高まる
ことも予想されるため、多くの学校から増数の要望があれば、1名増員し、1校
あたり月に2回派遣する環境作りを考える。

今後の取り組み方針

定期的に学校にアンケート等を実施し、現在の課題などを把握する。ICT支援員の増数を求める回答が多ければ、28年度より増数の検討を考える。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

4,406 4,406 3,525 881 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○委託先の業者は、県内で実積がある業者から指名競争入
札により選定しており、妥当であったと考える。
〇予算規模については、積算内容及び単価等は事業目的
に即した内容・規模となっている。
〇受益者負担については、当該事業は委託事業であること
や、委託料の内容についても事業目的に即した積算、規模
等となっている。また、支援員派遣による受益者は学校教職
員等であることから負担関係の妥当性に問題はない。
○委託業務については、契約書及び仕様書のとおり実施さ
れており、検査により、事業目的に必要な費目・使途であっ
たと確認できた。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

〇 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

竹富町

4,406千円

委託料

株式会社

オキジム

4,406千円

町内全小中校13校

月1～2回ペース



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 ６-④ 学校ICT環境整備事業（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ整備) 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－５－（２）－ア

公平な教育機会の享受
に向けた環境整備

担当部課名 教育委員会教育課
事業実施

（予定）年度 平成26年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-３-（１）

事業内容
　情報に関する基礎的・基本的な知識及び技術を習得させるさせるとともに、情報に関する技術が社会や環境に
果たす役割と影響等について、理解を深めるための授業に使用するコンピュータの整備を行う。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　26年度 　27年度 　28年度 　29年度 　30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 43,035

(b)予算現額 23,217

(c)増減額(b-a) ▲ 19,818

(d)前年度繰越額 -

A．計(b+d) 23,217

B．執行済額 23,216

うち交付金充当額 18,573

次年度繰越額 ̶

執行率（％）(B/A) 100.0%

予算の状況の説明
19,818千円の減額は備品購入費入札残であり、当初計画より安価での導入となったが、執行については適正であったと
考えている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰの導入
　小学校68台、中学校86台

目　標
小学校68台
中学校86台

実　績
小学校68台
中学校86台

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

　・計画当初の予定していた台数を各学校へ納品完了した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

目標値
（　年度）

・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰの導入完了
（授業でのｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ充足率１００％）

目　標 導入完了

実　績 導入完了

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

・教科、運動会、職場見学、職場体験、学習発表会、文化祭等の様々な学習の場面において利活用されており、全生徒が各授業におい
てPCを必ず使用できる台数を確保できた。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・コンピューター室にノート型PCを整備をし、普通教室まで運搬し活用できる
ようにしているが、これまでのデスクトップ型の概念からか、コンピューターを
室外へ持ち出しての授業利活用が思うように実践できていない。

・ICT支援員を各学校等へ派遣し、生徒だけでなく教職員にもその利活用方
法の可能性について幅広く研修を実施していく。

今後の取り組み方針

　様々な教科の、どのような場面においてコンピューターの利活用できるのか、教育現場及び事務局等で連携しICT機器の活用についての校内研究を推進し、ま
たICT支援員等の外部からの助力も得ながら、効果的な活用方法について推進していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

23,217 23,217 18,573 4,644 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○委託先の業者は、県内で実積がある業者から指名競争入
札により選定しており、妥当であったと考える。
○予算については、あるメーカーの機器を指定して、仕様書
を作成し、6業者から見積書を提出してもらい、その平均値を
予算額とした。入札については、メーカを指定せず、仕様書
に相当するものとして入札を行ったため、大きな差額が生じ
た。
○委託業務については、契約書及び仕様書のとおり実施さ
れており、事業目的に必要な費目・使途であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

（㈱）オキジム
23,216千円

竹富町
23,216千円

小学校68台

中学校86台

備品購入費

23,216千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 ６-⑤ 教育環境整備事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－５－（３）－ウ

自ら学ぶ意欲を育む教育の充実

担当部課名 教育委員会総務課
事業実施

（予定）年度 平成26～28年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-３-（１）

事業内容 　気温が高い期間が長期にわたる沖縄の亜熱帯気候に対応するため、教育施設の空調設備の整備を行う。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 3,850

(b)予算現額 3,850

(c)増減額(b-a) 0

(d)前年度繰越額 -

A．計(b+d) 3,850

B．執行済額 3,834

うち交付金充当額 3,067

次年度繰越額 ̶

執行率（％）(B/A) 99.6%

予算の状況の説明
不用額については入札残であり、当初計画していた事業内容は全て実施した他、活動目標、成果目標の達成状況を鑑
みて適正であったと考えている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

空調設備の設置
・小学校1校：普通教室４教室
・中学校１校：普通教室３教室

目　標 ７教室整備

実　績 ７教室整備完了

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・町内小学校4教室、中学校3教室　計7教室の空調整備ができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

目標値
（２８年度）

・全体計画の進捗率：１０％

目　標 0% 10% 100%

実　績 10%

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

・H26年度の成果目標（指標）の進捗率１０%を達成することができた。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・空調整備を実施するにあたり、電力需要が増える、新たな電力契約が必要
な施設があるため予算措置等を検討しなければならない。（キュービクルの
設置）
・維持管理費用（光熱水費等）が事業を進捗するごとに増加していくため、適
正な使用法を検討しなければならない。

　・空調整備に伴い、学校施設全体の電力契約等の施設整備及び維持管理
費（光熱水費）の取り扱いを教育現場である各小中学校代表者等と調整し、
適切な設備運営のマニュアル等の作成を検討する。

今後の取り組み方針

・平成27年度　8学校（小学校5校、中学校3校）、教室数28教室（小学校21教室、中学校7教室）
・平成28年度　7学校（小学校3校、中学校4校）、教室数22教室（小学校12教室、中学校10教室）
各教育現場からの要望等を充分に考慮し、最大限の効果を発揮できる設備整備を目指していく。
また、来年度からの新たな設備整備負担増にならない取組を模索していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

3,834 3,834 3,067 767 0

【空調設備7台】

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ・委託事業者は、実績、知識等を勘案し、規則に沿って選定
しており、妥当であったと考えている。
・予算については積算により実施し、適正規模であった。
〇受益者負担については、当該事業は工事請負であること
や、事業費の内容についても事業目的に即した積算、規模
等となっている。また、成果となる空調設備の受益者は学校
児童生徒等であることから負担関係の妥当性に問題はな
い。
・費目、使途については事業目的達成の観点から必要経費
であるのか額の確定時において支出等に関する書類により
検査し、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

竹富町

3,834千

円

プラス合同会社

3,834千円
工事請負

費

3,834千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 ７-① 防災無線整備事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－２－（４）－イ

社会リスクセーフティネットの確
立

担当部課名 総務課
事業実施

（予定）年度 平成26年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-１０-（２）

事業内容
　本町区域内において、災害時の通信連絡を確保し災害情報伝達を敏速かつ適確に行うため、無線エリア外で
あった観光地に防災行政無線屋外拡声子局の整備を図る

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　26年度 　27年度 　28年度 　29年度 　30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 11,405

(b)予算現額 11,405

(c)増減額(b-a) 0

(d)前年度繰越額 -

A．計(b+d) 11,405

B．執行済額 10,908

うち交付金充当額 8,726

次年度繰越額 ̶

執行率（％）(B/A) 95.6%

予算の状況の説明
不用額497千円が発生しているが、これは入札残によるものである。その他、活動目標及び成果目標についての達成状
況を鑑み適正な予算執行だと考える。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

 防災行政無線屋外拡声子局整備

目　標 2基整備

実　績 2基整備

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

防災行政無線屋外拡声１基は新城島防災施設に設置し、残り１基は小浜港へ設置した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

目標値
（　年度）

 防災行政無線屋外拡声子局
２基 整備完了

目　標 整備完了

実　績 完了

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

２月～３月にかけて新城島防災施設及び小浜港に防災無線の設置が完了した。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・今回海岸付近に防災無線を設置し、海岸付近にいた住民・観光客等に災
害情報伝達（地震による津波注意報等）ができたが、竹富町では高台などの
避難場所に防災無線を設置している箇所が少ないので、災害情報等を収集
することが困難な地域があった。

・避難小屋・施設等には戸別受信機を設置しているか確認し、設置していな
い箇所に関しては設置をし、災害情報伝達を図る。

・避難小屋・施設等がない高台に関しては、住民と連携を図って新たな防災
無線を設置するかなどを検討して災害情報を伝達できるように改善する。

今後の取り組み方針

高台などの避難場所等に防災無線等を設置することで災害時に海岸付近だけではなく、避難住民等にも災害情報の伝達を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

10,908 10,908 8,726 2,182 0

日本無線株式会社
10,908千円

支出先の選定方法は妥当か。
・委託事業者は、実績、知識等を勘案した上で選定してお
り、妥当であった。
・予算については積算及び見積書による。規模は適正であっ
た。
・受益者負担については、当該事業は工事請負であること
や、事業費の内容についても事業目的に即した積算、規模
等となっている。また、成果となる防災無線設備であることか
ら特定の受益者は発生せず負担関係の妥当性に問題はな
い。
・費目、使途については事業目的達成の観点から必要経費
であるのか額の確定時において支出等に関する書類により
検査、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

竹富町
10,908千円

工事請負費
10,908千円

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

【小浜１基】
【新城１基】

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 竹富町

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 ７-② 防災マップ整備事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－２－（４）－イ

社会リスクセーフティネットの確
立

担当部課名 総務課
事業実施

（予定）年度 平成26年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-１０-（２）

事業内容
　竹富町民や観光客の生命・財産・安全を確保するために、防災マップを作成・配布し、防災意識の高い町づくり
を図る。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　26年度 　27年度 　28年度 　29年度 　30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 6,106

(b)予算現額 6,106

(c)増減額(b-a) 0

(d)前年度繰越額 -

A．計(b+d) 6,106

B．執行済額 6,082

うち交付金充当額 4,866

次年度繰越額 ̶

執行率（％）(B/A) 99.6%

予算の状況の説明
不用額については入札残であり、当初計画していた事業内容は全て実施した他、活動目標、成果目標の達成状況を鑑
みて適正であったと考えている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

 防災マップの作成・配布

目　標
4,200部作成・

配布

実　績
4,200部

作成・配布完了

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

防災マップの作成、町内各家庭及び事業所へ配布完了した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

目標値
（　年度）

・防災マップ作成 4,200部
各町民等へ配布完了

目　標 配布完了

実　績 配布完了

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

竹富町の各地区に在籍する消防分団員に配布を依頼し、各家庭及び事業所等に配布をした。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・竹富町では近年観光客が増加しており、それに伴い海外からの観光客も増
加しているが、防災マップは多言語化されいないので、海外からの観光客に
は対応できていない状況である。

・海外からの観光客等に対応できるように多言語化を図る。

今後の取り組み方針

海外からの観光客等からのニーズに応えるため、防災マップの多言語化を図る。さらに、防災マップ以外にも避難誘導版及び防災無線の多言語化など、観光客
等の国際化に合わせた様々な取り組みを実施していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

6,082 6,082 4,866 1,216 0

委託料
生活地図株式会社

6,082千円

支出先の選定方法は妥当か。 ・委託事業者は随意契約であったが、これまでの実績、知識
等を勘案し、規則に沿って選定しており、妥当であった。
・予算については、見積書により算出。適正な規模となって
いる。
・費目・使途については、事業目的達成の観点から、必要
性、額の確定、支出等に関する書類により検査を行い、適正
であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

竹富町
6,082千円

委託料
6,082千円

̶ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

【防災マップ4,200部作成】

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○


